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ま
で
の
三
役
の
所
在
地
と
氏
名
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

1

。
江
戸
時
代
の
三
役
は
、

「
作
者
」
「
浄
瑠
璃
」
「
三
味
線
」
と
い
っ
た
。
こ
の
三
役
に
加
え
、
外
題
に
よ
っ
て

は
「
鼓
」
や
「
長
唄
（
歌
）
」
が
加
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ま
ず
は
こ
の
三
役
を
所

在
地
別
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

長
浜
お
よ
び
近
郊
の
近
江
国
内

歴
史
資
料
上
で
初
め
て
作
者
の
所
在
地
が
確
認
で
き
る
の
は
、
文
化
一
一
年

（
一
八
一
四
）
の
萬
歳
樓
に
出
た
「
三
田
村　

吉
平
」
と
い
う
人
物
で
あ
る
。
三
田

村
は
彦
根
藩
の
預
所
で
あ
っ
た
浅
井
郡
三
田
村
（
旧
浅
井
町
三
田
）
と
推
定
さ
れ
る
。

他
に
も
作
者
で
は
浅
井
郡
尾
上
村
（
旧
湖
北
町
尾
上
）
、
同
郡
今
庄
村
（
旧
浅
井
町

今
庄
）
、
同
郡
徳
山
村
（
旧
浅
井
町
徳
山
）
、
蒲
生
郡
日
野
町
、
長
浜
町
の
東
御
堂

前
町
な
ど
が
所
在
地
で
あ
る
。

太
夫
で
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
高
砂
山
に
出
た
「
片
町　

長
太
夫
」
が

初
見
で
あ
る
。
片
町
は
高
砂
山
の
山
組
で
あ
る
宮
町
組
を
構
成
す
る
一
町
で
あ
る

の
で
、
長
太
夫
は
自
町
の
曳
山
へ
上
が
っ
た
こ
と
に
な
る
。
同
じ
く
長
浜
城
下
か

ら
で
た
浄
瑠
璃
に
は
宮
町
（
高
砂
山
）
、
東
御
堂
前
町
（
諫
皷
山
）
、
神
戸
町
（
孔

雀
山
）
な
ど
が
確
認
で
き
る
。
近
江
国
内
で
は
彦
根
、
坂
田
郡
鳥
羽
上
村
（
長
浜

市
鳥
羽
上
町
）
か
ら
も
で
て
い
る
。

三
味
線
は
太
夫
と
同
じ
く
文
政
六
年
の
高
砂
山
に
出
た
「
宮
町　

太
郎
助
」
が
初

見
で
あ
る
。
同
じ
く
長
浜
町
で
は
西
御
堂
前
町
（
諫
皷
山
）
、
近
郊
で
は
浅
井
郡
尊

野
村
（
旧
浅
井
町
尊
野
）
や
同
郡
高
畑
村
（
旧
浅
井
町
高
畑
）
が
確
認
で
き
る
。

京
都作

者
で
は
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
の
高
砂
山
に
出
た
「
京
都　

民
田
」
が
初
見

で
あ
る
。
つ
い
で
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
、
同
じ
く
高
砂
山
の
「
京　

太
助
」

で
あ
る
。
太
夫
で
は
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
、
高
砂
山
の
「
京　

山
鳥
」
、
嘉
永

三
年
（
一
八
五
〇
）
壽
山
の
「
京　

半
兵
衛
」
が
見
え
る
。
三
味
線
で
は
天
保
二

長
浜
曳
山
祭
に
お
け
る
三
役
の
変
遷
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
野
　
洋
平

長
浜
曳
山
祭
の
曳
山
狂
言
（
以
下
狂
言
と
す
る
）
は
、
役
者
で
あ
る
子
供
た
ち
と
、

三
役
と
呼
ば
れ
る
大
人
た
ち
の
協
業
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
る
。
三
役
と
は
、「
振
付
」

「
太
夫
」
「
三
味
線
」
と
い
う
三
つ
の
役
務
、
あ
る
い
は
そ
の
役
を
務
め
る
人
物
を

さ
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
大
人
一
名
が
あ
た
る
。
振
付
は
狂
言
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
よ
う
な
存
在
で
、
外
題
の
決
定
か
ら
床
本
（
台
本
）
の
作
成
に
は
じ
ま
り
、
配

役
の
調
整
、
衣
裳
の
選
定
を
経
て
、
三
月
下
旬
か
ら
は
一
日
中
子
供
た
ち
に
付
き
っ

き
り
に
な
っ
て
演
技
指
導
を
お
こ
な
う
。
振
付
は
芝
居
に
対
す
る
知
識
と
子
ど
も

た
ち
へ
の
指
導
力
を
要
求
さ
れ
、
歌
舞
伎
の
出
来
は
そ
の
ま
ま
振
付
の
評
価
と
な
っ

た
。
太
夫
は
振
付
の
作
成
し
た
床
本
を
基
に
義
太
夫
節
を
語
る
、
い
わ
ゆ
る
大
歌

舞
伎
の
竹
本
に
あ
た
る
。
そ
し
て
三
味
線
が
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
歌
舞
伎
が
出
来

上
が
る
。
太
夫
と
三
味
線
は
三
月
下
旬
の
「
三
役
合
わ
せ
」
以
降
練
習
に
参
加
す
る
。

彼
ら
の
良
し
悪
し
も
狂
言
に
と
っ
て
重
要
な
評
価
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
専
門
的
な
技
能
を
持
ち
、
役
者
と
同
じ
く
重
要
な
三
役

に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
考
察
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
彼
ら
に

焦
点
を
当
て
、
長
浜
曳
山
祭
に
お
け
る
三
役
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
の

か
考
察
し
て
み
た
い
。

① 

江
戸
時
代
の
三
役

長
浜
曳
山
祭
に
お
け
る
狂
言
の
奉
納
は
、
少
な
く
と
も
宝
暦
年
間
以
降
、
江
戸
中

期
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
現
存
す
る
歴
史
資
料
か
ら
は
、
壽
山
・
高
砂
山
・

萬
歳
樓
・
諫
皷
山
に
お
け
る
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
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地
芝
居
で
住
民
自
ら
歌
舞
伎
を
演
じ
る
場
合
、
も
ち
ろ
ん
独
学
で
お
こ
な
う
こ
と

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
芝
居
に
関
す
る
知
識
や
演
技
に
必
要
な
技
能
は
、
地
役
者

や
旅
役
者
な
ど
専
業
者
を
雇
う
こ
と
で
身
に
つ
け
て
い
た
。
買
芝
居
の
対
象
と
な
っ

た
彼
ら
が
「
師
匠
」
や
「
作
者
」
と
な
っ
た
。
歌
舞
伎
に
必
要
な
太
夫
や
三
味
線

に
つ
い
て
も
同
様
で
、
地
芝
居
の
上
演
に
は
専
業
の
演
奏
者
を
依
頼
し
て
い
る
。

長
浜
曳
山
祭
に
目
を
転
じ
る
と
、
京
都
か
ら
の
三
役
は
、
こ
の
よ
う
な
上
方
で
活

躍
し
て
い
た
役
者
や
浄
瑠
璃
語
り
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
た
岐

阜
も
、
早
く
か
ら
専
業
の
振
付
や
太
夫
が
存
在
し
て
い
た
地
域
で
あ
っ
た
。
た
だ

し
彼
ら
を
雇
っ
た
の
は
、
高
砂
山
な
ど
京
都
に
独
自
の
縁
を
有
し
て
い
た
と
思
わ

れ
る
山
組
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
ほ
か
の
山
組
の
ほ
と
ん
ど
は
、
近
郊
の
近

江
国
内
か
ら
三
役
を
迎
え
て
い
る
。
で
は
彼
ら
も
、
専
業
者
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
考
え
ら
れ
る
の
が
、
素
人
の
愛
好
者
た
ち
で
あ
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
専

業
の
役
者
や
演
奏
者
か
ら
知
識
や
技
能
を
習
得
し
た
町
方
村
方
の
住
民
が
、
自
ら

の
祭
礼
や
他
所
に
出
向
い
て
専
業
者
と
同
様
の
指
導
や
演
奏
を
担
任
す
る
場
合
が

あ
っ
た
。
一
般
に
地
芝
居
で
は
、
近
世
後
期
に
な
る
ほ
ど
、
半
プ
ロ
的
な
素
人
愛

好
者
が
多
く
出
現
し
て
い
る
。
幕
末
か
ら
明
治
大
正
に
か
け
て
の
こ
と
だ
が
、
三

河
国
お
よ
び
東
美
濃
一
帯
で
は
「
万
人
講
」
と
い
う
独
自
の
素
人
芝
居
愛
好
者
集

団
が
活
躍
し
て
い
た
。
彼
ら
は
専
業
の
役
者
を
招
致
し
た
り
、
自
ら
が
役
者
と
師

弟
関
係
を
結
ん
で
演
技
指
導
を
受
け
、
そ
れ
を
地
芝
居
の
な
か
へ
還
元
し
て
い
っ

た
の
だ
と
い
う

3

。

太
夫
や
三
味
線
も
、
舞
台
へ
上
が
る
専
業
の
演
奏
者
が
素
人
と
師
弟
関
係
を
結
ん

で
講
習
さ
せ
る
こ
と
は
、
す
で
に
宝
永
初
年
（
一
七
六
四
）
頃
か
ら
み
え
、
後
に

広
く
庶
民
へ
浸
透
し
た

4

。
素
人
は
師
匠
の
自
宅
な
ど
で
手
習
い
を
受
け
、
そ
の
流

派
に
よ
っ
て
、
太
夫
な
ら
ば
「
竹
本
」
「
豊
竹
」
、
三
味
線
な
ら
ば
「
鶴
澤
」
と
い

う
姓
を
名
乗
っ
た
。
平
素
は
浄
瑠
璃
会
と
呼
ば
れ
る
愛
好
者
の
集
ま
り
に
お
い
て

年
（
一
八
三
一
）
高
砂
山
の
「
京　

虎
吉
」
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
諫
皷
山
の
「
京

　

国
蔵
」
が
見
え
る
。

岐
阜作

者
や
太
夫
は
確
認
で
き
な
い
が
、
文
政
一
一
年
～
一
三
年
の
高
砂
山
で
は
三
味

線
を
「
岐
阜　

源
蔵
」と
い
う
人
物
が
務
め
て
い
る
。
他
に
も
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）

の
諫
皷
山
で
は
「
岐
阜　

鶴
沢
平
助
」
が
三
味
線
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
高
砂
山
で

は
文
政
一
一
、
一
三
年
に
岐
阜
の
「
こ
り
ん
」
と
「
太
造
」
と
い
う
人
物
が
「
長
唄
」

と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

以
上
か
ら
こ
の
頃
の
三
役
に
は
、
長
浜
近
郊
の
浅
井
郡
な
ど
近
江
国
内
の
者
が
多

く
あ
た
っ
て
い
た
、と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。
加
え
て
太
夫
や
三
味
線
で
は
、

自
ら
の
山
組
か
ら
で
て
い
た
場
合
も
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
近
江
国
外
で
は
、
京

都
と
岐
阜
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
近
江
国
内
の
三
役
と
比
し
て
少
数
で
あ
る
と
い

う
点
が
特
徴
的
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
彼
ら
は
何
者
で
あ
っ
た
の
か
。
所
在
地
と
氏
名
以
外
に
有
効
な
歴
史

資
料
が
な
い
の
で
、
直
接
的
な
彼
ら
の
素
性
や
活
動
等
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し

当
時
の
歌
舞
伎
や
浄
瑠
璃
、
地
芝
居
（
村
芝
居
）
を
め
ぐ
る
環
境
を
考
慮
す
る
と
、

わ
ず
か
ば
か
り
彼
ら
の
輪
郭
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

曳
山
狂
言
に
限
ら
ず
、
町
方
や
村
方
で
、
住
民
自
身
が
主
体
と
な
っ
て
舞
台
に
立

つ
芝
居
を
「
地
芝
居
」
と
い
い
、
そ
の
成
立
は
江
戸
中
期
の
元
禄
か
ら
享
保
年
間

（
一
六
八
八
～
一
七
三
六
）
に
求
め
ら
れ
る

2

。
住
民
た
ち
は
祭
礼
や
ハ
レ
の
日
に
あ

わ
せ
て
、
歌
舞
伎
や
狂
言
を
演
じ
た
。
長
浜
曳
山
祭
の
狂
言
は
、
こ
の
地
芝
居
の

延
長
線
上
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

地
芝
居
に
平
行
し
て
町
方
・
村
方
で
は
、
「
買
芝
居
」
「
請
芝
居
」
と
い
っ
て
専
業

の
劇
団
を
雇
っ
て
歌
舞
伎
や
狂
言
、
操
り
芝
居
を
観
劇
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
雇

わ
れ
た
劇
団
は
、
全
国
の
土
地
土
地
に
拠
点
を
置
い
た
地
役
者
や
旅
役
者
で
あ
る
。
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西
濃
の
各
務
原
市
の
地
芝
居
で
は
、
戦
前
ま
で
岐
阜
市
や
関
市
か
ら
衣
裳
を
借
り

て
い
た
。
し
か
し
戦
後
に
な
る
と
関
市
中
之
保
の
市
川
延
一
郎
氏
か
ら
借
り
る
よ

う
に
な
っ
た
の
だ
と
い
う

6

。
こ
の
人
物
は
昭
和
三
一
年
か
ら
昭
和
四
一
年
ま
で
、

春
日
山
や
萬
歳
樓
で
活
躍
し
た
振
付
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
こ
ろ
翁
山
や
高

砂
山
・
諫
皷
山
で
振
付
を
し
て
い
た
大
谷
広
右
衛
門
氏
は
上
方
歌
舞
伎
の
大
谷
一

門
の
出
で
、
各
務
原
に
「
大
谷
興
行
」
を
興
し
て
近
隣
の
地
芝
居
の
指
導
に
あ
た
り
、

衣
裳
を
貸
し
付
け
て
い
る

7

。
ち
な
み
に
平
成
九
年
の
猩
々
丸
の
振
付
で
あ
っ
た
大

谷
白
菊
氏
は
彼
の
妻
で
あ
る
。

大
谷
広
右
衛
門
氏
の
紹
介
で
、
昭
和
三
四
年
か
ら
平
成
三
年
の
長
き
に
渡
っ
て
孔

雀
山
や
鳳
凰
山
で
振
付
と
し
て
活
躍
し
た
の
が
、
市
川
延
二
郎
氏
で
あ
る
。
彼
は

岐
阜
市
柳
ヶ
瀬
で
人
形
店
を
営
ん
で
い
て
、
役
者
の
顔
を
作
る
の
が
上
手
だ
っ
た

と
い
う
。
延
二
郎
氏
と
同
じ
く
昭
和
三
一
年
か
ら
平
成
二
年
ま
で
振
付
だ
っ
た
松

本
麗
蝶
氏
は
関
市
の
人
で
、
刃
物
屋
を
営
み
な
が
ら
、
長
浜
以
外
に
も
あ
ち
こ
ち

の
地
芝
居
に
出
向
い
て
い
た
と
い
う
。

岐
阜
県
下
の
振
付
た
ち
は
役
者
経
験
者
・
衣
裳
屋
・
自
営
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ

る
が
、
彼
ら
は
共
通
し
て
、
ま
ず
岐
阜
各
地
の
地
芝
居
に
振
付
と
し
て
参
加
し
て

い
た
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
振
付
が
太
夫
や
三
味
線
を
指
定
す
る
の
が
通

例
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
彼
ら
と
共
に
長
浜
で
活
躍
し
た
太
夫
・
三
味
線
も
、
岐
阜

県
下
に
拠
点
を
お
く
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
一
般
に
岐
阜
県
の

地
芝
居
は
昭
和
三
〇
年
代
を
境
に
衰
退
し
て
い
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
と
入
れ
違
い

に
長
浜
へ
振
付
た
ち
が
参
加
し
始
め
た
こ
と
は
興
味
深
い
。

小
芝
居
・
中
歌
舞
伎
か
ら
の
参
加

岐
阜
の
地
芝
居
関
係
者
を
皮
切
り
に
、
長
浜
の
三
役
は
他
の
地
芝
居
関
係
者
へ
広

が
っ
て
い
く
。
た
と
え
ば
昭
和
五
一
年
か
ら
参
加
し
て
い
る
竹
本
い
太
夫
氏
は
岡

山
の
地
芝
居
の
太
夫
、
同
五
八
年
か
ら
の
豊
澤
仙
右
衛
門
氏
は
淡
路
の
人
形
浄
瑠

技
能
を
披
露
し
合
っ
た
。
長
浜
の
山
組
か
ら
浄
瑠
璃
や
三
味
線
を
務
め
た
者
た
ち

は
、
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
愛
好
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

② 

戦
後
の
三
役

つ
ぎ
に
、
昭
和
二
五
年
に
長
浜
曳
山
祭
が
復
活
し
た
以
降
の
三
役
の
諸
相
を
見

て
み
た
い
。
別
紙
に
山
組
ご
と
の
三
役
を
ま
と
め
た
。
江
戸
末
期
に
は
素
人
愛
好

家
が
多
か
っ
た
三
役
だ
が
、
明
治
大
正
期
を
経
て
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
な
る
と
、

そ
の
様
相
は
一
変
す
る
。
三
役
か
ら
、
愛
好
家
た
ち
の
姿
が
少
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

戦
前
の
な
ご
り

復
活
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
初
め
ま
で
は
、
戦
前
か
ら
の
名
残
だ
ろ
う
か
、
振
付
に

三
桝
源
九
郎
・
嵐
冠
十
郎
な
ど
、
京
都
大
坂
の
上
方
歌
舞
伎
で
活
躍
し
て
い
た
と

思
わ
れ
る
人
物
が
あ
た
っ
て
い
る
。
太
夫
で
は
長
浜
市
相
撲
庭
（
旧
浅
井
町
）
の

豊
竹
常
盤
太
夫
（
宮
川
清
七
）
氏
、
三
味
線
で
は
長
浜
市
湖
北
町
河
毛
（
旧
湖
北

町
）
の
伊
吹
甚
造
氏
な
ど
、
長
浜
近
郊
か
ら
の
参
加
が
あ
っ
た
。
復
興
に
際
し
て
は
、

伊
吹
氏
の
尽
力
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

岐
阜
県
下
の
振
付

こ
れ
以
降
、
三
役
に
は
市
川
延
一
郎
氏
や
松
本
麗
蝶
氏
・
市
川
延
次
郎
氏
・
大
谷

広
右
衛
門
氏
な
ど
の
振
付
が
、
昭
和
を
通
じ
て
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は

岐
阜
県
下
を
拠
点
と
し
て
各
地
の
地
芝
居
へ
歌
舞
伎
を
教
え
て
い
た
振
付
た
ち
で

あ
っ
た
。
昭
和
三
〇
年
代
か
ら
五
〇
年
代
の
狂
言
は
、
彼
ら
が
支
え
て
い
た
と
い
っ

て
よ
い
。

岐
阜
県
は
江
戸
時
代
か
ら
地
芝
居
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
岐
阜
県
下
の
農
村
舞

台
数
は
、
存
廃
数
合
わ
せ
て
二
六
四
棟
と
、
兵
庫
県
・
長
野
県
と
と
も
に
全
国
屈

指
の
地
芝
居
隆
盛
地
で
あ
っ
た

5

。
そ
し
て
地
芝
居
に
関
係
す
る
振
付
（
岐
阜
で
は

師
匠
と
い
う
）
や
太
夫
・
三
味
線
・
衣
裳
屋
も
多
く
存
在
し
て
い
た
。
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中
歌
舞
伎
と
同
じ
よ
う
に
、
昭
和
三
〇
年
代
以
降
、
各
地
の
劇
場
が
映
画
館
に
改

装
さ
れ
る
な
ど
し
て
上
演
の
場
を
失
い
始
め
、
昭
和
四
九
年
に
劇
団
は
解
散
し
た

と
い
う
。
そ
の
後
、
夫
の
福
太
郎
氏
は
豊
澤
時
若
と
し
て
松
竹
の
大
歌
舞
伎
に
入
り
、

竹
本
三
味
線
方
と
し
て
活
躍
し
た
。
団
四
郎
氏
は
岩
井
氏
の
実
弟
で
あ
り
、
北
海

道
で
活
動
し
て
い
た
初
代
市
川
団
四
郎
の
婿
と
な
っ
て
跡
を
継
い
で
い
る
。

大
歌
舞
伎
・
三
役
修
業
塾
出
身
者

中
村
福
太
郎
氏
が
劇
団
解
散
後
に
大
歌
舞
伎
へ
入
っ
た
よ
う
に
、
中
歌
舞
伎
と
大

歌
舞
伎
は
断
絶
し
た
間
柄
で
は
な
く
、
常
に
相
互
交
流
が
あ
っ
た
。
大
歌
舞
伎
で

役
に
恵
ま
れ
な
い
役
者
た
ち
が
、
活
躍
の
場
を
求
め
て
い
っ
た
と
い
う
。
こ
う
い
っ

た
関
係
か
ら
か
、
昭
和
五
〇
年
以
降
、
長
浜
曳
山
祭
へ
は
大
歌
舞
伎
出
身
の
三
役

も
参
加
す
る
よ
う
に
な
る
。
と
く
に
、
独
立
行
政
法
人
日
本
芸
術
文
化
振
興
会
が

お
こ
な
っ
て
い
る
養
成
事
業
を
修
了
し
た
者
の
参
加
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た

松
竹
関
西
演
劇
部
所
属
の
水
口
一
夫
氏
の
参
加
も
、
狂
言
の
発
展
に
寄
与
し
た
。

平
成
二
年
に
開
講
し
た
三
役
修
業
塾
は
、
先
に
記
し
た
地
芝
居
や
中
歌
舞
伎
出

身
の
三
役
が
高
齢
化
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
自
前
の
三
役
を
養
成
す
る
目
的
で
設

立
さ
れ
た
。
平
成
九
年
に
は
三
味
線
の
豊
澤
賀
祝
氏
が
初
め
て
鳳
凰
山
へ
上
が
り
、

以
降
、
龍
三
氏
・
勝
二
郎
氏
が
続
い
て
い
る
。
太
夫
で
は
平
成
七
年
に
大
家
千
永
氏
、

平
成
九
年
に
西
邑
粋
龍
氏
、
平
成
一
二
年
に
竹
本
龍
一
氏
、
平
成
一
五
年
に
竹
本

龍
豊
氏
、
翌
年
に
は
竹
本
千
永
氏
、
同
二
二
年
に
竹
本
甚
太
夫
が
参
加
し
て
い
る
。

振
付
で
は
平
成
一
五
年
か
ら
川
村
和
彦
氏
が
参
加
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
三
役
修

業
塾
生
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

 ③ 
三
役
の
変
遷
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

以
上
ま
で
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
現
代
ま
で
の
三
役
の
諸
相
を
考
察
し
て
き
た
。

そ
の
変
遷
を
ま
と
め
る
と
、
江
戸
時
代
後
期
に
は
長
浜
お
よ
び
周
辺
の
素
人
愛
好

璃
の
三
味
線
、
平
成
二
年
に
春
日
山
で
振
付
を
し
た
中
村
和
歌
若
氏
は
兵
庫
県
の

播
州
歌
舞
伎
の
出
身
だ
と
い
う
。
そ
し
て
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
、
地
芝

居
関
係
者
以
外
の
者
が
三
役
を
務
め
る
よ
う
に
な
る
。
彼
ら
は
、
小
芝
居
・
中
歌

舞
伎
と
呼
ば
れ
る
劇
団
の
人
々
で
あ
っ
た
。

江
戸
時
代
、
芝
居
興
行
は
常
設
舞
台
を
も
ち
官
許
を
受
け
た
「
大
芝
居
」
と
、
そ

の
都
度
小
屋
掛
け
し
、
常
設
の
舞
台
を
持
た
な
い
「
小
芝
居
」
と
に
分
け
ら
れ
た
。

明
治
に
入
り
、
大
芝
居
は
国
家
や
松
竹
の
保
護
の
も
と
発
展
し
、
歌
舞
伎
の
場
合

は
大
歌
舞
伎
と
称
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
地
方
を
拠
点
と
し
、
神

社
祭
礼
や
農
村
舞
台
な
ど
様
々
な
場
で
興
行
し
た
小
芝
居
が
、
中
央
の
大
歌
舞
伎

に
比
し
て
中
歌
舞
伎
と
呼
ば
れ
た
。
明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
全
国
に
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
劇
団
（
一
座
）
が
展
開
し
、
庶
民
の
娯
楽
と
し
て
中
歌
舞
伎
が
親
し

ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

長
浜
曳
山
祭
に
参
加
し
た
中
歌
舞
伎
出
身
者
と
し
て
、
太
夫
の
豊
澤
重
松
氏
、
振

付
の
中
村
芝
蝶
氏
・
市
川
升
十
郎
氏
・
中
村
福
太
郎
氏
・
市
川
団
四
郎
氏
な
ど
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
重
松
氏
と
芝
蝶
氏
は
同
じ
一
座
で
地
方
を
ま
わ
っ
て
お

り
、
升
十
郎
氏
は
か
つ
て
「
市
川
少
女
歌
舞
伎
」
を
主
催
し
た
人
物
で
あ
る
。
市

川
少
女
歌
舞
伎
は
愛
知
県
の
豊
川
稲
荷
門
前
近
辺
の
子
女
が
歌
舞
伎
を
習
っ
た
の

が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
静
岡
県
内
の
浜
松
座
で
公
演
を
お
こ
な
い
、

十
代
目
市
川
團
十
郎
の
後
押
し
を
受
け
た
彼
女
ら
は
、
東
京
へ
進
出
し
て
い
く
。

中
村
福
太
郎
氏
と
妻
で
あ
る
岩
井
小
紫
氏
も
同
じ
劇
団
に
属
し
て
い
た
。
福
太

郎
氏
は
京
都
、
岩
井
氏
は
愛
知
県
岡
崎
の
出
身
で
あ
る
。
岩
井
氏
の
実
父
で
あ
る

澤
村
田
左
衛
門
氏
は
役
者
で
あ
り
な
が
ら
太
夫
元
（
興
行
主
）
で
も
あ
り
、
総
勢

六
〇
名
か
ら
な
る
劇
団
を
有
し
、
全
国
の
劇
場
を
巡
回
し
て
い
た
。
劇
団
に
は
役

者
や
太
夫
・
三
味
線
の
ほ
か
、
衣
裳
・
床
山
・
大
道
具
小
道
具
ま
で
含
ま
れ
て
お

り
、
芝
居
に
か
か
わ
る
す
べ
て
を
自
ら
で
ま
か
な
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
ほ
か
の
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そ
れ
ぞ
れ
の
三
役
は
、
同
じ
劇
団
で
あ
る
と
か
、
同
門
の
師
弟
関
係
、
同
じ
地
芝

居
の
関
係
者
な
ど
独
自
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
つ
な
が
り
に
お

い
て
互
い
を
紹
介
し
あ
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
衣
装
屋
も
同
様
で
、
た
と
え
ば
青

海
山
を
担
当
す
る
Ｋ
衣
装
店
は
、
市
川
少
女
歌
舞
伎
出
身
者
が
設
立
し
た
も
の
で

あ
り
、
長
浜
に
は
振
付
で
市
川
少
女
歌
舞
伎
設
立
者
の
市
川
升
十
郎
氏
と
と
も
に

参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

長
浜
曳
山
祭
の
三
役
や
衣
装
屋
は
、
米
原
曳
山
祭
、
垂
井
曳
山
祭
り
な
ど
、
ほ
か

の
狂
言
に
も
関
与
す
る
ほ
か
、
基
本
的
に
大
人
が
演
じ
る
各
地
の
地
芝
居
で
も
活

躍
し
て
い
る
。
彼
ら
の
活
動
に
と
っ
て
、
長
浜
は
そ
の
一
つ
で
し
か
な
い
。
い
く

つ
も
の
芝
居
を
担
当
す
る
な
か
で
、
三
役
た
ち
は
経
験
値
を
上
げ
、
他
の
芝
居
へ

還
元
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
ま
た
最
近
で
は
、
三
役
修
業
塾
生
が
よ
そ
の
祭
礼
に

出
か
け
る
な
ど
、
長
浜
の
芸
が
、
他
の
芝
居
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て
い
る
。
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者
、
戦
後
す
ぐ
に
は
上
方
歌
舞
伎
出
身
者
お
よ
び
長
浜
周
辺
の
セ
ミ
プ
ロ
、
昭
和

三
〇
年
代
か
ら
は
岐
阜
県
下
の
地
芝
居
関
係
者
、
つ
い
で
中
歌
舞
伎
の
劇
団
関
係

者
・
大
歌
舞
伎
・
養
成
所
出
身
の
者
、
平
成
に
入
る
と
三
役
修
業
塾
生
、
と
い
う

流
れ
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
重
層
的
に
関
係
し
合
い
、
三
役

が
務
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

江
戸
中
期
と
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
が
不
明
で
あ
る
が
、
他
地
域
の
状
況
を
参

考
に
す
る
と
、
江
戸
中
期
は
、
素
人
愛
好
者
の
前
段
と
し
て
旅
役
者
や
地
役
者
の

専
業
者
が
務
め
て
お
り
、
明
治
大
正
期
に
は
素
人
愛
好
者
が
減
少
し
、
再
び
専
業

者
が
増
加
し
て
い
た
、
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

個
々
の
三
役
の
変
遷
を
み
る
と
、
同
じ
三
役
が
長
く
務
め
る
ケ
ー
ス
は
戦
後
昭
和

四
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
顕
著
に
な
る
。
各
山
組
に
よ
る
三
役
の
決
定
は
、
山
組

と
三
役
の
個
人
的
関
係
に
基
づ
く
た
め
、
定
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
は
な
い
。
当
然
山

組
は
腕
の
良
い
三
役
を
求
め
る
の
で
、
外
題
の
持
ち
手
が
少
な
い
、
演
出
が
合
わ

な
い
な
ど
の
場
合
は
、
す
ぐ
に
ほ
か
の
三
役
を
あ
た
る
。
常
に
新
鮮
な
芝
居
を
求

め
る
山
組
か
ら
す
れ
ば
、
三
役
は
定
期
的
に
変
更
し
て
お
い
た
方
が
好
ま
し
い
の

だ
ろ
う
。
そ
し
て
な
に
よ
り
、
か
つ
て
の
長
浜
の
周
辺
に
は
、
三
役
を
務
め
る
こ

と
が
で
き
る
人
材
（
素
人
玄
人
織
り
交
ぜ
て
）
が
多
く
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

昭
和
四
〇
年
代
以
降
の
状
況
は
、
三
役
の
な
り
手
が
減
少
し
た
こ
と
と
も
関
係
が

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
新
し
い
三
役
を
他
の
三
役
の
紹
介
に
よ
っ
て
決
定

す
る
、
と
い
う
場
合
が
多
く
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
振
付
が
太
夫
や
三
味
線
を
紹
介

す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
逆
に
三
味
線
が
振
付
を
紹
介
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え

ば
振
付
の
中
村
芝
蝶
氏
は
太
夫
の
豊
澤
重
松
氏
の
紹
介
で
あ
る
。
こ
れ
は
重
松
氏

の
劇
団
に
芝
蝶
氏
が
所
属
し
て
い
た
関
係
に
よ
っ
て
い
る
。
中
村
福
太
郎
氏
が
参

加
し
た
の
も
、
義
弟
で
あ
る
市
川
団
四
郎
氏
の
紹
介
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に


